








































都道府県・女性 都道府県・男性 市区町村・女性 市区町村・男性
第 ₁ 回
1947．₄ ．₅ ・30 80. 07 83. 36 79. 52 82. 97 
第 ₂ 回
1951．₄ ．23・30 81. 26 84. 89 90. 98 91. 06 
第 ₃ 回
1955．₄ ．23・30 75. 56 79. 07 81. 18 80. 79 
第 ₄ 回
1959．₄ ．23・30 78. 61 80. 43 83. 13 81. 56 
第 ₅ 回
1963．₄ ．17・30 76. 99 76. 70 81. 22 77. 74 
第 ₆ 回
1967．₄ ．15・28 72. 05 70. 51 79. 09 74. 50 
第 ₇ 回
1971．₄ ．11・25 73. 99 71. 78 79. 77 75. 39 
第 ₈ 回
1975．₄ ．13・27 75. 00 72. 81 77. 40 73. 25 
第 ₉ 回
1979．₄ ．₈ ・22 70. 50 67. 90 75. 63 71. 06 
第10回
1983．₄ ．10・24 69. 79 66. 75 75. 23 70. 18 
第11回
1987．₄ ．12・26 68. 35 64. 85 71. 30 66. 32 
第12回
1991．₄ ．₇ ・21 62. 40 58. 45 66. 61 60. 83 
第13回
1995．₄ ．₉ ・23 57. 85 54. 49 61. 96 57. 11 
第14回
1999．₄ ．11・25 58. 08 55. 21 62. 48 58. 09 
第15回
2003．₄ ．13・27 53. 81 51. 05 57. 93 53. 82 
第16回
2007．₄ ．₈ ・22 53. 09 51. 34 54. 92 51. 92 
第17回




































































































































































































小さな登米市でも、合併前の2003年には合併した ₉自治体の中で ₆自治体に合計 ₇名の女性議
員がいたが、合併後の2007年には ₁人に減少している。このように合併後、女性議員数が大幅



















1999 2003 2007 2011 2003年に女性議員がいた自治体数/合併自治体の総数
宮城県 栗原市 　3 　3 　1（2. 2） 1（3. 0） ₃ /10
登米市 　3 　7 　1（2. 1） 2（6. 7） ₆ / ₉
秋田県 大仙市 　4 　5 　2（6. 7） 2（6. 7） ₃ / ₈
由利本荘市 　3 　3 　2（6. 7） 2（6. 7） ₃ / ₈
横手市 　2 　3 　2（5. 9） 2（6. 7） ₂ / ₈
新潟県 新潟市 21 26 　10（17. 9） 9（8. 3） ₉ /14
長岡市 　4 　5 　1（2. 6） 2（5. 3） ₅ /10
上越市 　5 10 　2（4. 2） 2（4. 3） ₇ /14
佐渡市 　2 　3 　2（3. 3） 1（3. 6） ₃ /10
富山県 富山市 　8 　6 　4（8. 3） 2（6. 3） ₄ / ₇
南砺市 　1 　1 　1（2. 9） 2（6. 7） ₁ / ₈
山梨県 北杜市 　3 　6 　4（9. 5） 　4（18. 2） ₅ / ₈
岐阜県 高山市 　5 　7 　　4（11. 1） 　3（12. 5） ₄ /10
静岡県 浜松市 13 16 　　6（11. 1） 3（6. 5） 10/12
三重県 津市 　8 13 　　5（13. 2） 　6（16. 7） ₇ /10
岡山県 真庭市 　7 　5 0　　　 0（－） ₄ / ₉
長崎県 南島原市 　2 　3 　1（3. 3） 2（8. 3） ₃ / ₇
雲仙市 　0 　0 　1（3. 3） 0（－） ₀ / ₇
長崎市 10 12 　4（7. 8） 3（7. 5） ₆ / ₈
大分県 豊後大野市 　5 　3 　2（6. 5） 1（4. 3） ₃ / ₇












調査期間： 2002年 ₂ 月～ ₄月（ただし、この時期は定例議会の開催と重複していたこともあ
り、締め切り後返送された回答も可能な限り集計に加えた。）
調査対象： 全国の都道府県議会及び市区町村議会の全ての議員（2002年 ₁ 月現在、全国の地
方自治体議会事務局で確認）
発送総数：62,025
回 収 数：17,062（回収率27. 5％）
⑵　2012年全国地方議員調査の概要
調査期間： 2012年 ₃ 月 ₆ 日～ ₃月31日（なお締め切り後返送された回答も可能な限り集計に
加えた。）
調査対象： 全国の都道府県議会及び市区町村議会の全ての女性議員（2012年 ₂ 月末現在、全
国の地方自治体議会事務局で確認）
発送総数：3,992（2012年 ₂ 月25日調べ）
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